
 

 

 

令和５ 年度 

 

教育委員会の自己点検・ 評価報告書 
 

【 令和４ 年度事業対象】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５ 年８ 月 

 

北 杜 市 教 育 委 員 会 

 

 



目     次 

 

ページ 

第１  教育委員会の自己点検・ 評価について 

 

１ ． 趣旨‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐   １  

 

２ ． 点検・ 評価の対象‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐   １  

 

３ ． 点検・ 評価の構成‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐   １  

 

４ ． 報告書の公表‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐   １  

 

第２  教育委員会の活動及び運営状況 

 

１ ． 教育委員会委員構成‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐   ２  

 

２ ． 令和４ 年度教育委員会付議議案‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐   ３  

 

３ ． 令和４ 年度教育委員会報告事項‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐   ６  

 

４ ． 令和４ 年度教育委員会委員活動報告‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐   ９  

 

第３  自己点検・ 評価シート  

 

１ ． 教育委員会の活動‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐  １ ０  

 

２ ． 教育委員会が管理・ 執行する 事務‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐  １ １  

 

３ ． 教育委員会が管理・ 執行を 教育長に委任する 事務‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐  １ ３  

 

第４  教育委員会の点検・ 評価に関する 有識者から の意見‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐  １ ５  

 

おわり に‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ １ ９  

 

 



 

１ 
 

第１  教育委員会の自己点検・ 評価について 

 

１ ． 趣旨 

地方教育行政の組織及び運営に関する 法律第２ ６ 条の規定に基づき 、教育委員会は毎年、

その権限に属する 事務の管理及び執行の状況について教育委員会自ら が点検・ 評価を行い、

今後の取り 組みの方向性や課題を 明ら かにする こ と によ り 、効果的な教育行政の一層の推

進を 図り ま す。  

ま た、 点検・ 評価の結果を報告書にま と め、 市議会へ提出する と と も に市民の皆様に公

表する こ と によ り 、 信頼さ れる 教育行政を推進し ま す。  

 

２ ． 点検・ 評価の対象 

令和４ 年度における 教育委員会の活動及び主要な事務事業を対象と し て点検・ 評価を実

施し ま し た。  

 

３ ． 点検・ 評価の構成 

（ １ ）  教育委員会の活動 

教育委員会の活動状況の報告を行い、定例会及び臨時会の運営改善、会議の公開、

情報の発信及びその他の活動状況等を ６ つの項目に分け、点検事項と し て小項目を

設定し 各項目の点検・ 評価を実施し ま し た。  

 

（ ２ ） 教育委員会が管理・ 執行する 事務 

地方教育行政の組織及び運営に関する 法律及び北杜市教育委員会の権限に属する

事務の一部を教育長に委任する 規則に基づき 、 教育委員会が自ら 管理・ 執行する 項

目について、 １ ７ の項目に区分し 各事務の発生状況と 対応状況について点検を実施

し ま し た。  

 

（ ３ ） 教育委員会が管理・ 執行を 教育長に委任する 事務 

北杜市教育委員会の権限に属する 事務の一部を教育長に委任する 規則に基づき 、

教育委員会が管理・ 執行を 教育長に委任し て行う 事務事業のう ち、 教育委員会事務

局の各担当課が事務事業を 選定し 、 点検・ 評価を 実施し ま し た。  

 

４ ． 報告書の公表 

報告書は、「 広報ほく と 」 において、 評価の実施をお知ら せし 、 北杜市のホームページ

に掲載する と と も に、 市役所本庁や市立図書館において自由に閲覧でき る よ う にし ま す。 



 

２ 
 

第２  教育委員会の活動及び運営状況 

 

１ ． 教育委員会委員構成        令和４ 年４ 月１ 日～令和５ 年３ 月３ １ 日 

職 名 氏 名 任    期 

教 育 長 輿 水 清 司 
教 育 長 R3. 4. 1～R4. 12. 10 

     R4. 12. 11～R7. 12. 10（ 再任） 

職 務 代 理 者 古 屋 昭 彦 
職務代理者  R3. 12. 13～R4. 12. 10 

委   員  H30. 12. 11～R4. 12. 10 

職 務 代 理 者

委   員 
浅 川 英 三 

職務代理者  R4. 12. 12～ 

委   員  R 元. 12. 11～R5. 12. 10 

委   員 藤 森  勇 委   員  R2. 12. 11～R6. 12. 10 

委   員 小 林 秀 彦 委   員  R3. 12. 11～R7. 12. 10 

委   員 伊 藤 や よ い 委   員  R3. 12. 11～R7. 12. 10 

委   員 祝  と よ 子 委   員  R4. 12. 11～R8. 12. 10 

 

 



 

３ 
 

２ ． 令和４ 年度教育委員会付議議案 

№ 件      名 提 出 日 
定例会 

担 当 課 
臨時会 

１  令和４ 年度学校評議員の委嘱について R4. 4. 21 定例会 教育総務課 

２  
令和４ 年度学校運営協議会委員の委嘱につい

て 
〃 〃 〃 

３  北杜市青少年育成推進員の委嘱について 〃 〃 生涯学習課 

４  
北杜市生涯ス ポーツ 推進連絡協議会委員の委

嘱について 
〃 〃 〃 

５  

令和４ 年度北杜市立甲陵高等学校ス ーパーサ

イ エン ス ハイ ス ク ール運営指導委員会委員の

委嘱について 

〃 〃 甲陵高校 

６  
北杜市立中学校再編整備検討委員会設置要綱

の制定について 
R4. 5. 27 〃 教育総務課 

７  
北杜市文化財保全活用地域計画協議会設置要

綱の制定について 
〃 〃 学術課 

８  
令和５ 年度採用 北杜市立甲陵高等学校教員

採用試験実施要項について 
〃 〃 甲陵高校 

９  
令和５ 年度北杜市立甲陵中学校入学者選抜日

程について 
〃 〃 〃 

１ ０  令和４ 年度学校評議員の委嘱について 〃 〃 教育総務課 

１ １  
令和４ 年度学校運営協議会委員の委嘱につい

て 
〃 〃 〃 

１ ２  北杜市青少年育成推進員の委嘱について 〃 〃 生涯学習課 

１ ３  
北杜市生涯ス ポーツ 推進連絡協議会委員の委

嘱について 
〃 〃 〃 

１ ４  
令和４ 年度北杜市立学校給食調理場運営委員

会委員の委嘱について 
〃 〃 学校給食課 

１ ５  
令和４ 年度北杜市学校給食献立作成委員会委

員の委嘱について 
〃 〃 〃 

１ ６  
令和４ 年度北杜市学校給食物資選定委員会委

員の委嘱について 
〃 〃 〃 



 

４ 
 

№ 件      名 提 出 日 

定例会 

担 当 課 

臨時会 

１ ７  
北杜市立中学校再編整備検討委員会委員の委

嘱について 
R4. 6. 29 定例会 教育総務課 

１ ８  
北杜市いじ め問題対策委員会委員の委嘱につ

いて 
〃 〃 〃 

１ ９  
令和４ 年度北杜市教育研究協議会委員の委嘱

について 
〃 〃 〃 

２ ０  
北杜市ホ ール運営検討委員会委員の委嘱につ

いて 
〃 〃 生涯学習課 

２ １  
北杜市立図書館適正配置等検討委員会委員の

委嘱について 
〃 〃 中央図書館 

２ ２  
令和４ 年度教育委員会の自己点検・ 評価につい

て 
R4. 7. 25 〃 教育総務課 

２ ３  令和５ 年北杜市成人式について 〃 〃 生涯学習課 

２ ４  
北杜市文化財保存活用地域計画協議会委員の

委嘱について 
〃 〃 学術課 

２ ５  
令和４ 年度教育委員会の自己点検・ 評価につい

て 
R4. 8. 25 〃 教育総務課 

２ ６  
令和４ 年度全国学力・ 学習状況調査の結果公表

について 
〃 〃 〃 

２ ７  
北杜市立学校給食費の特例に関する 規則の制

定について 
〃 〃 学校給食課 

２ ８  
第三次北杜市子ど も 読書活動推進計画の期間

延長について 
〃 〃 中央図書館 

２ ９  
令和５ 年度北杜市立甲陵中学校入学生徒募集

要項について 
〃 〃 甲陵高校 

３ ０  
令和４ 年度北杜市通学路安全推進会議委員の

委嘱について 
〃 〃 教育総務課 

３ １  令和５ 年度教育課程の編成について R4. 10. 20 〃 〃 

３ ２  
令和５ 年度採用 北杜市立甲陵高等学校 教

員採用試験（ １ ０ 月実施） 実施要項について 
〃 〃 甲陵高校 



 

５ 
 

№ 件      名 提 出 日 

定例会 

担 当 課 

臨時会 

３ ３  北杜市立図書館の特別休館について R4. 11. 21 定例会 中央図書館 

３ ４  
北杜市立甲陵高等学校職員人事評価規定の一

部を改正する 訓令について 
〃 〃 甲陵高校 

３ ５  
北杜市英語検定補助金交付要綱を 廃止する 告

示いついて 
R5. 2. 14 〃 教育総務課 

３ ６  
北杜市生涯学習振興補助金交付要綱の一部を

改正する 告示について 
〃 〃 生涯学習課 

３ ７  
北杜市図書館条例施行規則の一部を 改正する

規則について 
〃 〃 中央図書館 

３ ８  
令和６ 年度北杜市立甲陵高等学校入学試験実

施要項について 
〃 〃 甲陵高校 

３ ９  
令和６ 年度北杜市立甲陵高等学校帰国生徒の

入学者選抜出願要領について 
〃 〃 〃 

４ ０  北杜市生涯学習推進計画について R5. 3. 28 〃 生涯学習課 

４ １  北杜市社会教育委員の委嘱について 〃 〃 〃 

４ ２  北杜市公民館運営審議会委員の委嘱について 〃 〃 〃 

４ ３  北杜市図書館協議会委員の委嘱について 〃 〃 中央図書館 

４ ４  北杜市文化財保護審議会委員の委嘱について 〃 〃 学術課 

４ ５  
北杜市郷土資料館運営協議会委員の委嘱につ

いて 
〃 〃 〃 



 

６ 
 

３ ． 令和４ 年度教育委員会報告事項 

№ 件      名 提 出 日 

定例会 

担 当 課 
臨時会 

１  
令和４ 年第１ 回北杜市議会定例会の教育委員会

関連説明について 
R4. 4. 21 定例会 教育部 

２  
令和４ 年度子供の読書活動優秀団体に対する 文

部科学大臣表彰について 
〃 〃 中央図書館 

３  教育委員学校訪問について 〃 〃 教育総務課 

４  
不登校児童生徒を支援する 民間施設等に関する

ガイ ド ラ イ ンについて 
R4. 5. 27 〃 〃 

５  学習応援事業について 〃 〃 〃 

６  児童・ 生徒の受賞報告について 〃 〃 〃 

７  教育委員会の自己点検・ 評価報告書について R4. 6. 29 〃 〃 

８  ふる さ と 探検事業について 〃 〃 〃 

９  令和５ 年北杜市成人式について 〃 〃 生涯学習課 

１ ０  児童・ 生徒の受賞報告について 〃 〃 教育総務課 

１ １  
令和４ 年第２ 回北杜市議会定例会の教育委員会

関係の答弁について 
R4. 7. 25 〃 教育部 

１ ２  
学習応援事業「 ほく と 学び舎」（ 小学生： １ 学期）

の実施状況について 
R4. 8. 25 〃 教育総務課 

１ ３  児童・ 生徒の受賞報告について 〃 〃 〃 

１ ４  
令和４ 年度山梨県学力把握調査結果の概要と 今

後の取組について 
R4. 9. 26 〃 〃 

１ ５  児童・ 生徒の受賞報告について 〃 〃 〃 

１ ６  
令和４ 年９ 月補正予算の教育委員会関係予算に

ついて 
R4. 10. 20 〃 教育部 



 

７ 
 

№ 件      名 提 出 日 

定例会 

担 当 課 

臨時会 

１ ７  
令和４ 年第３ 回北杜市議会定例会の教育委員会

関係の答弁について 
R4. 10. 20 定例会 教育部 

１ ８  
令和５ 年度北杜市立甲陵中学校学区外出願許可

について 
R4. 11. 21 〃 甲陵高校 

１ ９  児童・ 生徒の受賞報告について 〃 〃 教育総務課 

２ ０  令和５ 年北杜市成人式について R4. 12. 12 〃 生涯学習課 

２ １  北杜市生涯学習推進計画の策定について 〃 〃 〃 

２ ２  
令和５ 年度北杜市立甲陵中学校入学選抜の出願

状況について 
〃 〃 甲陵高校 

２ ３  
令和４ 年度１ ２ 月補正予算の教育委員会関係予

算について 
R5. 1. 16 〃 教育部 

２ ４  
令和４ 年度第４ 回市議会定例会の教育委員会関

係の答弁について 
〃 〃 教育部 

２ ５  児童・ 生徒の受賞報告について 〃 〃 教育総務課 

２ ６  令和４ 年度卒業式出席者一覧について R5. 2. 14 〃 〃 

２ ７  令和５ 年度入学式出席者一覧について 〃 〃 〃 

２ ８  
令和４ 年度小学生のための学習応援事業「 ほく

と 学び舎」 実施状況について 
〃 〃 〃 

２ ９  
令和４ 年度中学生（ 冬） のための学習応援事業

「 ほく と 学び舎」 実施状況について 
〃 〃 〃 

３ ０  
令和５ 年度北杜市立甲陵中学校入学者選抜の概

要について 
〃 〃 甲陵高校 

３ １  
令和５ 年度北杜市立甲陵高等学校一般入試前期

志願者の状況について 
〃 〃 〃 

３ ２  児童・ 生徒の受賞報告について 〃 〃 教育総務課 



 

８ 
 

№ 件      名 提 出 日 

定例会 

担 当 課 

臨時会 

３ ３  令和４ 年度２ 月補正予算について R5. 3. 28 定例会 教育部 

３ ４  令和５ 年度教育委員会関係当初予算について 〃 〃 〃 

３ ５  
令和５ 年度第１ 回北杜市議会定例会における 代

表質問及び一般質問への答弁について 
〃 〃 〃 

３ ６  
北杜市立中学校再編整備検討委員会における 検

討の経過について 
〃 〃 教育総務課 

３ ７  
教育支援センタ ー「 エール」 の今年度の様子に

ついて 
〃 〃 〃 

３ ８  
令和５ 年度北杜市立甲陵高等学校入試試験実施

状況及び結果について 
 〃 〃 甲陵高校 

３ ９  生涯ス ポーツ 推進計画の策定について 〃 〃 生涯学習課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

９ 
 

４ ． 令和４ 年度教育委員会委員活動報告 

（ １ ） 学校訪問 

市内小学校９ 校、 中学校９ 校、 及び甲陵高等学校の学校訪問を 実施し ま し た。  

訪 問 日 訪   問   校 

 ５ 月１ ８ 日（ 水）  小淵沢中学校、 小淵沢小学校 

 ５ 月２ ０ 日（ 金）  長坂小学校、 長坂中学校 

 ５ 月２ ３ 日（ 月）  明野小学校、 武川小学校、 武川中学校 

 ５ 月２ ６ 日（ 木）  高根中学校、 高根東小学校、 高根西小学校 

 ５ 月３ ０ 日（ 月）  須玉小学校、 白州中学校、 白州小学校 

 ６ 月 １ 日（ 水）  須玉中学校、 泉小学校、 泉中学校 

 ６ 月１ ５ 日（ 火）  甲陵中学校、 甲陵高等学校、 明野中学校 

（ ２ ） 研修会 

次の研修会に参加し ま し た。（ 主なも の）  

期 日 研 修 会  場 所 

 ４ 月２ ６ 日（ 火）  中北地区教育委員会連合会 研修会 韮崎市 

１ １ 月３ ０ 日（ 水）  山梨県市町村教育委員会連合会 秋季研修会 オンラ イ ン 

（ ３ ） 各種行事・ 大会等 

次の各種行事・ 大会等に出席し ま し た。（ 主なも の）  

期 日 内     容 

 ４ 月 １ 日（ 金）  教職員着任式 

４ 月 ６ 日（ 水）  市立小中学校入学式 

４ 月 ７ 日（ 木）  甲陵中・ 高等学校入学式 

１ １ 月 １ 日（ 火）  市制１ ８ 周年記念式典 

３ 月 １ 日（ 水）  甲陵高等学校卒業式 

３ 月 ９ 日（ 木）  市内中学校卒業式 

３ 月１ ８ 日（ 土）  甲陵中学校卒業式 

３ 月２ ２ 日（ 水）  市内小学校卒業式 



第３ 　 自己点検・ 評価シート
評価結果 S 当該年度の計画を 上回る 内容。 引き 続き 事業の推進を 図る

A 当該年度の計画通り に進捗。 引き 続き 事業の推進を 図る

B 概ね当該年度の計通り の進捗が認めら れる が、 次年度に向け改善を 要する

C 計画通り の進捗が遅延し ている ため、 計画の見直し と 改善を 要する

D 未着手又は未実施。 進捗が認めら れない。 原因究明を 図り 、 早急な対応を 要する

１ ． 教育委員会の活動

○

○

○
○ 開催予定日の複数案の提示

○

○

○

○

○ 参考図書の活用

○

○

○

○

○
○

○

項目
評価 点検・ 評価

中項目 小項目

1
教育委員会会議の
運営

教育委員会会議の
開催回数

A

会議規則に基づき 定例会１ ２ 回を開催し
た。

教育委員会会議の
運営

A
他部局行事配慮しての会議開催

2
教育委員会の会議
の公開・ 情報発信

教育委員会会議の
傍聴者の状況

A

会議開催を市内各掲示板に告示、 市ホーム
ページに掲載
傍聴者は０ 名

議事録の公開、 広
報・ 公聴活動の状
況

A

ホームページで議事録を公開

3
教育委員会と 事務
局の連携

教育委員会と 事務
局の意思疎通の状
況

A

会議等の有効活用と 、 事務局と の活発なコ
ミ ュ ニケーショ ンの実施

A
市内公立学校の入学式・ 卒業式や各種行事
等への参加

4
教育委員会と 首長
と の連携

教育委員会と 首長
と の意思疎通の状
況

A

教育施策における 市長部局と の連絡調整及
び市長と の意見交換の実施

B

各種行事・ 大会へ
の参加

5
教育委員会の自己
研鑽

研修会、 会議等へ
の参加状況

A
外部研修等に積極的に参加

生涯学習関係の行事等に積極的に参加

限ら れた時間の中での、 効率的な会議運
営、 慎重審議に努めた

リ モート によ る 研修会への参加

教育支援センタ ー訪問
社会教育施設等への訪問を計画的に検討して
いく

6
学校及び教育施設
に対する 支援・ 条
件整備

学校訪問 A

市内全小中学校と 甲陵高校の全１ ９ 校への
学校訪問の実施、 現場管理職と の意見交換

所管施設の訪問
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２ ． 教育委員会が管理・ 執行する 事務　 　 　 　 　 　 　 　

○
〇
〇

○ 対象案件なし

○ 対象案件なし

○
○

○

○

○

○ 対象案件なし

○ 対象案件なし

○

○

学校、 公民館及び図書館の敷地
を選定する こ と

県費負担教職員の懲戒及び任免
その他の進退について内申する
こ と

年度末教職員人事を山梨県教育委員会に対し て要望

8

対象案件なし

会計年度任用職員（ 市単補助教員等） の採用

教育委員会規則及びその他の重
要な規程の制定又は改廃を行う
こ と

7

11

9

規則制定１ 件、 規則改定１ 件、 規程改定１ 件、 要綱制定
２ 件、 要綱改定１ 件、 要綱廃止１ 件を審議

条例改正原案の決定及び市議会の審議等の状況を、 教育
委員に報告

10

教育予算その他議会の議決を経
る べき 原案を決定する こ と

教育財産の取得及び処分を申し
出る こ と

1

2

3

4

5

6

対象案件なし

教育行政に関する 一般方針を定
める こ と

教育委員会事務局及び教育委員
会の所管に属する 学校その他の
教育機関の職員の任免その他の
人事を行う こ と

学校その他の教育機関の設置、
廃止及び位置の変更に関する こ
と

前２ 号に定める も ののほか、 人
事の一般方針を定め、 及び懲戒
を行う こ と

対象内申なし

令和５ 年度教育課程の編成について
北杜市生涯学習推進計画について
生涯ス ポーツ 推進計画の策定について

点検

県費負担教職員の服務の監督の
一般方針を定める こ と

項目

工事の計画を策定する こ と
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点検項目

○
・ 学校評議員
・ 学校運営協議会委員
・ 北杜市青少年育成推進員
・ 北杜市生涯ス ポーツ 推進連絡協議会委員
・ 北杜市立甲陵高等学校Ｓ Ｓ Ｈ運営指導委員会委員
・
・
・ 北杜市学校給食物資選定委員会委員
・ 北杜市立中学校再編整備検討委員会委員
・ 北杜市いじ め問題対策委員会委員
・ 北杜市教育研究協議会委員
・ 北杜市ホール運営検討委員会委員
・ 北杜市立図書館適正配置等検討委員会委員
・ 北杜市文化財保存活用地域計画協議会委員
・ 北杜市通学路安全推進会議委員
・ 北杜市社会教育委員委員
・ 北杜市公民館運営審議会委員
・ 北杜市図書館協議会委員
・ 北杜市文化財保護審議会委員
・ 北杜市郷土資料館運営協議会委員

○ 対象案件なし

○

○

○ 対象案件なし

○ 以下の案件について審議
・ 令和５ 年度採用北杜市立甲陵高等学校教員採用試験

実施について
・ 令和５ 年度北杜市立甲陵中学校入学者選抜日程につ

・ 令和５ 年北杜市成人式の開催について

12

北杜市立学校給食調理場運営委員会委員
北杜市学校給食献立作成委員会委員

学齢児童生徒の就学すべき 学校
の区域を設定し 、 及びこ れを変
更する こ と

市文化財を指定し 、 及び指定を
解除する こ と

次の委員の任命、 委嘱を審議

教育委員会主要施策及び事務事業の取り 組みについて、
自己点検・ 評価を 実施

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 他

いて

校長、 教員その他の教育関係職
員の研修の一般方針を定める こ
と

法令又は条例に基づく 委員の任
命及び委嘱に関する こ と

17
前各号に掲げる も ののほか、 教
育長に委任する こ と が適当でな
いと 認めら れる 事務を行う こ と

教育に関する 事務の管理及び執
行状況の点検及び評価に関する
こ と

区域外就学３ ２ 件、 指定校変更７ １ 件を審議

16

14

15

13
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3． 教育委員会が管理・ 執行を 教育長に委任する 事務

評価 S 当該年度の計画を 上回る 内容。 引き 続き 事業の推進を 図る
A 当該年度の計画通り に進捗。 引き 続き 事業の推進を 図る
B 概ね当該年度の計通り の進捗が認めら れる が、 次年度に向け改善を 要する
C 計画通り の進捗が遅延し ている ため、 計画の見直し と 改善を 要する
D 未着手又は未実施。 進捗が認めら れない。 原因究明を 図り 、 早急な対応を 要する

◎教育・ 文化に輝く 杜づく り子育て・ 教育・ 若者

○ 小・ 中学校児童生徒通学補助事業

○ 小中学校就学援助事業

○ 青少年カウ ンセラ ー設置事業

○ 青少年育成推進員事業

○ 青少年育成北杜市民会議補助事業

○ 小中学校単独補助教員等配置事業

○ 小中学校学習支援対策強化事業

○ 英語検定補助事業

○ 英語指導助手招致事業

○ 小中学校教育振興事業

○ 甲陵中・ 高等学校教育振興事業

○ 原っ ぱ教育創生事業

○ ふる さ と 探検事業

○ 小中学生体育大会等出場費補助事業

○ 児童・ 生徒等健康管理事業

○ 学校給食管理事業

○ 小中学校給食事業

○ 地産地消給食事業

○ 学習応援事業

○ 教育支援センタ ー運営事業

○ いじ め等早期対応強化事業

○ 部活動指導員任用事業

○ 安全体制整備事業

○ 小中学校情報化推進事業

○ 中学校適正配置推進事業

○ 小中学校管理事業

○ 小中学校施設等整備事業

○ 小中学校ス ク ールバス 運行事業

○ 甲陵高等学校管理事業

信頼さ れる 学校教
育の推進と 教育環
境の整備

A

信頼さ れる 学校教育
の推進

A

時代に即し た教育環
境の整備

A

豊かな心と 健やかな
身体の育成

施策（ 大） 評価 施策（ 中）

魅力ある 学校教育
の推進

A

確かな学力の向上

事務事業名

地域ぐ る みの保
育・ 子育ての充実

A

家庭・ 地域の教育力
の向上

安心し て子ど も を
産み育てら れる 支
援の充実

A
出産・ 子育て等の経
済的負担の軽減
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◎教育・ 文化に輝く 杜づく り市民生活・ 文化

○ 社会教育推進事業

○ 公民館運営推進事業

○ 公民館分館整備費補助事業

○ 公民館分館活動補助事業

○ 公民館分館管理事業

○ 生涯学習推進事業

○ 生涯学習講座開催事業

○ 北杜ふれあい塾開催事業

○ 成人式開催事業

○ 生涯学習推進計画策定事業

○ 社会教育施設管理事業

○ 図書館管理事業

○ 図書館運営事業

○ 図書館ボラ ンティ ア研修事業

○ 図書館相互利用促進事業

○ ブッ ク ス タ ート 事業

○ ス ポーツ 推進委員活動事業

○ 子ど も の体力づく り 等推進事業

○ 北杜市ス ポーツ 協会補助事業

○ 県外ス ポーツ 大会等出場参加補助事業

○ 生涯ス ポーツ 推進事業

○ 社会体育施設管理事業

○ 社会体育施設整備事業

○ 芸術文化ス ポーツ 振興基金活用事業

○ 北杜市文化協会補助事業

○ 外郭団体自立促進事業

○ 県外文化大会等参加補助事業

○ 囲碁美術館管理運営事業

○ 芸術文化自主・ 共催事業

○ ホール施設管理事業

○ 文化財保護・ 管理事業

○ ふる さ と 歴史公園事業

○ 文化財活用推進事業

○ 文化財保存事業費補助金

○ 文化財調査事業

○ 資料館施設維持管理事業

○ 資料館施設運営事業

○ 浅川兄弟顕彰事業

施策（ 大） 評価 施策（ 中） 事務事業名

ス ポーツ ・ 文化活
動の支援

A

ス ポーツ 環境の充実

生涯を 通じ た学び
の支援

A

芸術・ 文化の振興・
継承

A

読書活動の推進

A

生涯学習の充実

 １４



１５ 
 

第４  教育委員会の点検・ 評価に関する 有識者から の意見 

 

教育委員会の自己点検・ 評価に関し て、 法令に基づき 、 有識者の方から 次のと おり 意見

を いただき ま し た。  

 

（ 有識者）  清水 徳生（ 山梨大学 教育実践総合セン タ ー 客員教授）  

「 令和５ 年度 教育委員会の自己点検・ 評価報告書」 について 

 

新型コ ロ ナウ イ ルス の感染症法上の位置づけが今年５ 月８ 日から 季節性イ ン フ ルエン ザ

など と 同じ 「 ５ 類」 に移行し た。 それによ り 、 ３ 年余り 続いた国のコ ロ ナ感染症対策（ 外

出自粛の要請や入院勧告等） は大き な節目を 迎え、 コ ロ ナ感染症拡大前の日常が戻り つつ

ある 。  

 さ て、 本評価対象の令和４ 年度は、 コ ロ ナ感染症対策も ３ 年目を 迎え、 同感染症に対し

て「 正し く 恐れ、 適切に対処する 」 段階に入っ た。 と はいえ、 コ ロ ナ感染症が終息し たわ

けではない。 学校行事や公的及び私的機関が開催する 各種イ ベン ト は、 何ら かの制限や感

染防止対策を 講じ た上での開催と なっ た。 し かし 、 そう し た状況下にあっ ても 、 北杜市の

未来を 担う 子供たちの学びや生涯を 通じ ての学びが、 最大限の効果を 上げる ための努力を

惜し ま ない姿勢に対し て、 敬意を 表する も のである 。 以下、 輿水教育長を はじ めと する 関

係者が、 すべての市民の皆様に信頼さ れる 教育行政を 推進する ために行っ た、 各事業に対

する 自己点検・ 評価事項に沿っ て意見を述べる こ と と する 。  

■教育委員会付議議案 

教育委員会付議議案については、 45 件の議案が成立し ている 。  

ま ず、「 甲陵高等学校ス ーパーサイ エンス ハイ ス ク ール運営指導委員会委員の委嘱につい

て」 である 。 甲陵高校は、 こ れま で連続２ 期 10 年にわたる 実践研究が認めら れ、 文科省か

ら 第３ 期目の指定を 受ける こ と と なっ た。 教育委員会においては「 運営指導委員会」 を 設

置し 、 研究の後押し を する 意義は非常に大き い。 科学技術分野を 推進し ていく ための人材

育成を 目指し 、 今後、 地域の活力につながる こ と を 期待し ている 。  

次に、「 中学校再編整備検討委員会委員の委嘱について」「 図書館適正配置等検討委員会

委員の委嘱について」 である 。 中学校の小規模化等に伴う 課題を 改善し ていく ための検討

や公共施設の持続的運営及び将来に向けた望ま し い在り 方の検討を 関係者、 市民の声を 聞

き 、 丁寧に進めていく こ と が望ま れる 。 関係者の理解を 得ながら 、 児童生徒、 市民にと っ

て意義のある 方向性が得ら れる こ と を 期待し ている 。  

続いて、「 いじ め問題対策委員会委員の委嘱について」 であ る 。 昨年度から 、「 いじ め対

応アク ショ ン プラ ン 」 が実施さ れ、 その中の教育委員会のアク ショ ン の一つと し て「 いじ
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め問題対策委員会」 を 設置し た。 こ れは、 いじ め問題に対応する 常設の第三者機関と し て、

学校や教育委員会の対応への指導、 調査が必要な事案への素早い対応など 実効的な取組を

行う と し ている 。 すべての子供たちの人権が尊重さ れ、 仲間と の交流を 深めながら 、 学び、

成長し ていく ために、 そし て市内児童・ 生徒の「 いじ め 0
ゼロ

」 を 目指し て今後の適切な運用

を 望んでいる 。  

■教育委員会報告事項 

教育委員会報告事項は、 39 件報告さ れている 。  

ま ず、「 不登校児童生徒を 支援する 民間施設等に関する ガイ ド ラ イ ン について（ 試行）」

である 。 コ ロ ナ禍の影響も あり 、 全国的に不登校児童生徒数が増加し ている 。 平成 29 年に

制定さ れた教育機会確保法では、「 不登校児童生徒が行う 多様な学習活動の実情を踏ま え、

個々の状況に応じ た必要な支援が行われる よ う にする こ と 」 と し ている 。 フ リ ース ク ール

など の民間施設での指導、 Ｉ Ｃ Ｔ を 活用し た学習活動など を 後押し する ためのガイ ド ラ イ

ン を 策定し 、 実施し ていく こ と は、 不登校児童生徒にと っ て、 今後の社会的自立に向けて

意義のある 取組である 。 個々の児童生徒の実態にも と づき 進めていく こ と を望んでいる 。  

次に、「 学習応援事業ほく と 学び舎実施状況について」 である 。 北杜市では、 こ れま で、

学校の放課後や長期休業中を 活用し 、 児童生徒の個に応じ た学習支援を 行っ てき ている 。

コ ロ ナ禍で夏季休業中は中止を 余儀なく さ れたと のこ と であっ たが、 感染対策を 講じ なが

ら 小学生延べ 500 名、 中学生延べ 300 名程度の参加があったと 聞く 。 たと えコ ロ ナ禍であ

っ ても 「 学びたいと いう 子供たちの意欲」 を 大切にする 取組を 高く 評価し たい。 ま た、 そ

の実施にご 協力いただいた退職教員等の皆様にも 敬意を 表し たい。 こ のよ う な、 子供たち

の学びの支援は大切であり 、 今後も 継続さ れる こ と を 望む。  

■教育委員会の自己点検・ 評価シート  

教育委員会の「 自己点検・ 評価シート 」 についてである 。  

中項目６ 項の中の小項目全 10 項において、 小項目９ 項目については評価 Aの「 計画通り

に進捗、 引き 続き 事業の推進を 図る 」 であっ た。 教育委員会の会議の運営や公開・ 情報発

信、 事務局と の連携や首長と の連携、 自己研鑽等、 本年度の計画のも と に適切に行われて

き ている と 判断でき る 。 唯一、 B評価の「 所管施設の訪問」 については、 次年度から 「 社会

教育施設等への訪問を 計画的に検討し ていく 」 こ と を 改善点と し て挙げている 。 北杜市は

県内市町村の中で最も 面積が広く 、 社会教育施設も 多く 存在し ている 。 今後、 社会教育の

振興を 図る ためにも 、 関連施設の訪問を通し て、 その内容を 理解し 、 支援等のあり 方につ

いて検討する こ と も 大切である 。 以上の理由で、 対象施設等への計画的な訪問が望ま れる

と 考える 。 ま た、 コ ロ ナ禍も 一段落し たこ と から 、 教育委員会の自己成長のための外部研

修の機会を 増やし 、 自己啓発や自己研鑽を 積み上げていく こ と も 重要と 考える 。  

■教育委員会が管理・ 執行を教育長に委任する 事務 

教育委員会が管理・ 執行を 教育長に委任する 事務については、「 確かな学力の向上」「 豊

かな心と 健やかな身体の育成」「 信頼さ れる 学校教育の推進」「 時代に即し た教育環境の整

備」「 生涯学習の充実」「 読書活動の推進」「 ス ポーツ 環境の充実」「 芸術・ 文化の振興・ 継
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承」 等に関わる 事務については、 すべて目的通り に「 評価Ａ 」 であっ た。 その具体的な取

組状況について、 いく つか意見を述べたいと 思う 。  

児童生徒の確かな学力向上のために、 限ら れた予算の中で市独自に補助教員（ 支援員を

含む） を 39 人、 学力支援ス タ ッ フ （ 学習指導員） を 21 人、 ス ク ール・ サポート ・ ス タ ッ

フ を 17 人、 それぞれ市内小中学校に配置し たこ と は高く 評価し たい。 それと 合わせて、 豊

かな心の育成、 いじ め防止・ 早期発見と 対策に資する 目的で、 ス ク ールソ ーシャ ルワ ーカ

ーを 複数人常勤配置し たこ と も 特筆に値する 。  

ま た、 将来ま すま すグロ ーバル化が進むと 予想さ れる 中、 中学校のみなら ず小学校にお

ける 外国語（ 英語） によ る コ ミ ュ ニケーショ ン 能力向上と 国際感覚の養成のために、 英語

指導助手を 10 名配置し ている 。 未来を担う 子供たちにと っ て、 非常に重要な施策である 。

末長い継続を 期待し たい。  

さ ら に、 食の安全等の観点から 、 児童生徒の個に応じ た食物アレ ルギー対応を はじ め、

安心・ 安全な学校給食の提供及びふる さ と 理解にも つながる 、 学校給食に地元食材を 使用

する 「 地産地消」 の取組の有効性も 指摘し たい。 そし て、 若者の読書離れが指摘さ れてい

る 状況において、 図書館相互利用の促進を 、 県立図書館を はじ め、 県内の公立図書館及び

長野県富士見町、 原村の図書館と も 図っている こ と は、 読書離れの課題解決の一助と なる

も のと 考える 。 コ ロ ナ禍等の影響で、 前年度実績を 若干下回っ たと はいえ、 借受 3, 985 冊、

貸出 834 冊の数字がそのこ と を 裏付けている と いう こ と ができ る 。  

最後に、 効果的な教育行政のさ ら なる 推進・ 向上のために以下の点に触れておき たい。

Ｉ Ｃ Ｔ 機器の活用は、 こ れから の教育に欠かすこ と はでき ない。 子供たちは一人一台端末

を 、 鉛筆、 消し ゴ ム 等と 同様に「 文房具」 の一つと し て使いこ なす時代になり つつある 。

そのためのＩ Ｃ Ｔ 支援員によ る 授業支援は有効である 。 それと 並行し て通信大容量に対応

し た無線Ｌ Ａ Ｎ 通信環境の改善整備も 進めたい。 それによ り 、 今回のコ ロ ナ禍において、

その有効性が全国で証明さ れたよ う に、「 子供たちが登校し なく ても（ 登校でき なく ても ）、

各家庭において学習が可能」 な環境を 整える こ と ができ る 。 その前提が、 先に指摘し た無

線Ｌ Ａ Ｎ 通信環境整備である 。  

■全体を通じ て 

令和４ 年度は、 北杜市・ 北杜市教育委員会独自の「 いじ め対応アク ショ ン プラ ン 」 の実

施初年度と なっ た。 ま ず、 各関係者への広報や周知を 図る こ と が大切である 。 ま た、 実効

性ある 取組のための各種研修会、 こ ど も 相談ホッ ト ラ イ ン の開設、 さ ら に、 ス ク ールソ ー

シャ ルワ ーカーを 増員し ての相談体制の整備等、 教育委員会の重点施策と し て取り 組んで

き たこ と がう かがえる 。 学校、 保護者、 地域住民及び関係機関等が連携し 、 いじ めの未然

防止、 早期発見、 早期対応に取り 組むこ と で、 その効果を 最大限に発揮する こ と ができ 、

子供たちの心の傷は最小限に抑えら れる 。 誤解を 恐れず申し 上げれば、 いじ めはど の学校

にも 、 ど の子にも 発生する も のと いう 認識が必要である 。 そう いう 意味において、「 いじ め

対応アク ショ ン プラ ン」 策定の意義は大き いと 言える 。  

ま た、 令和４ 年度は、 第３ 次北杜市総合計画の策定に伴い、「 北杜市の学校教育」 を改定

し 、 基本方針と し て、「 魅力ある 学校づく り 」「 信頼さ れる 学校づく り 」「 時代に即し た教育
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環境整備」 の３ つを 示し た。 こ れま での「 原っぱ教育」 を継承し つつ、 10 年後に目指すべ

き 将来像を 見据えた内容に一部修正を 加えた。 不易な精神は継承し ながら 、 目指す学校像

や児童生徒像が、 時代と と も に変化する 柔軟な姿勢は、 自治体の教育を つかさ ど る 教育委

員会においては、 時と し て必要と なる 。  

さ ら に、「 Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ス ク ール構想」 によ り 、 児童生徒の一人一台タ ブレ ッ ト 端末を 活用し

た授業も 活発に行われてき ている 。 ま た、 端末の持ち帰り によ る 家庭学習への活用、 さ ら

には感染症への対応と し てオン ラ イ ン 学習への活用も 進めてき た。 ま だま だ、 ハード 面・

ソ フ ト 面に解決すべき 課題が多いこ と も 事実である が、 子供たちの生活や学習を 支援し て

いく ためのツ ールと し て、 ま た、 グ ロ ーバル化に対応し たツ ールと し て、 今後さ ら に活用

を 図る ための研究を 進めていただき たい。  

 

 結びに、 ３ 年余り 続いたコ ロ ナ禍も やっ と その峠を 越え、 学校に、 そし て地域に日常が

戻り つつある 。 それに対し てただ「 大変だっ た」 で終わる のではなく 、 だれも 経験し たこ

と がない「 未曽有の災害」 から 学び、 その教訓を 未来に生かす姿勢が求めら れている 。 令

和４ 年度、 さ ま ざま な制約を 受けながら も 、 子供たちのため、 市民のために、 工夫を 重ね

努力を 惜し ま ない教育委員会関係者の姿勢に心よ り 敬意を 表する も のである 。 そこ には不

屈の精神を 持ちつつ、 し なやかな精神をも 兼ね備えた、 たく ま し さ を 垣間見る こ と ができ

る 。 その背景には、 北杜市の自然環境や多数の有能な人材及び文化財、 さ ら に各種教育施

設等が市民の心身を 豊かにはぐ く んでいる と いう 事実がある 。  

不登校児童生徒数の増加、 市立中学校再編整備に向けた取組、 教職員の働き 方改革に向

けた実効性ある 取組等、 解決すべき 喫緊の課題がある こ と も 事実である 。 それら が、 たと

え一朝一夕に解決し ないと し ても 、 こ れま での実績を 振り 返る と 分かる よ う に、 こ れから

も 輿水教育長を リ ーダーと し て、 関係者が一丸と なり 真摯に、 誠実に取り 組むこ と で、 解

決の道がおのずと 開かれる も のと 確信し ている 。 最後に私から 一市民と し て、 令和４ 年度

１ 年間、 コ ロ ナ禍の各種制限を 受けながら も 、 計画し た施策及び活動を でき る 限り 全う し

たこ と に、 感謝と お礼を申し 上げ結びと し たい。  
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おわり に 

 

令和４ 年度は、 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症の感染拡大と なら ないよ う 、 制約を 受けなが

ら 実施し た事業も あり ま し たが、 市民をはじ めと する 皆様方の御理解・ 御協力をいただい

た上で、 教育委員会所管の諸事業・ 活動を 実施し てま いり ま し た。  

 中でも 、 将来を 担う 子ど も 達にと っ て望ま し い教育環境を 構築する ため、 市内中学校の

再編整備について検討を 進め、 地域や保護者の代表、 学校関係者等で構成する 検討委員会

において、 基本的な方向性が示さ れたと こ ろ であり ま す。 ま た、 図書館については、 利用

状況やニーズなど 、 図書館を 取り 巻く 環境が変化し ており 、 将来の図書館のあり 方を 検討

する 必要がある こ と から 、 検討委員会を設置し 、 本市にと っ て望ま し い図書館の姿を ご提

言いただき ま し た。  

 ま た、 近年全国的にも 増加傾向と なっている 不登校の子ど も 達への支援と し て、「 不登校

児童生徒を 支援する 民間施設等に関する ガイ ド ラ イ ン 」 を 策定し 、 フ リ ース ク ール等の民

間施設に通っ たり 、 自宅においてＩ Ｃ Ｔ 機器を 活用し た学習活動を 行っ た場合の指導要録

上の出欠の取り 扱いを 試行的に実施する など 、 誰一人取り 残さ ない教育施策の充実にも 取

り 組んでき ま し た。  

 その他、長い歴史を 持つ峡北地域のス ケート 文化を 継承する ため、県から 譲渡さ れた「 八

ヶ 岳ス ケート セン タ ー」 を 、 新たに市営施設と し て運営を 始めたこ と や、 一流の文化を 市

民に気軽に触れていただく よ う 、 企業等から の協力金を 原資と し た「 芸術文化ス ポーツ 振

興基金活用補助金」 を 拡充し 、 市民の文化芸術活動の支援充実に取り 組んだこ と 、 日本遺

産に登録さ れた「 史跡梅之木遺跡」 を 核と し た、 将来のイ ン バウ ン ド 誘客を見据えた体感

プロ グラ ム の作成や、 学校給食を通じ 、 子ど も 達に安全・ 安心な地元食材への関心を 高め、

地産地消への意識の高揚を 図る 取り 組みも 進める など 、 各般にわたり 施策を進めてま いり

ま し た。  

 こ のよ う に、 子ど も 達の未来のため、 市内の教育・ 文化等のグレ ード アッ プのため、 先

を 見据えた事業展開への道筋を 示すよ う 、 取り 組んでき たと こ ろであり ま す。  

 し かし ながら 、 少子高齢化と 人口減少、 教育を 取り 巻く 環境は刻々と 変化し ており 、 こ

う し た情勢を 的確に捉えながら 情報を 収集し 、 本市の特徴的な取り 組みである 「 原っ ぱ教

育」 を はじ めと し た教育施策や、 民間の施設・ 団体等と 連携し た生涯学習や文化財保護・

活用等の推進に取り 組んでいく こ と が、 ま すま す重要と なっ てま いり ま す。  

 令和４ 年度の取り 組みについては、 概ね良好と 評価し たと こ ろ であり ま すが、 今回実施

し た自己点検・ 評価の結果から 、 取り 組むべき 課題に対応する ため、 対策等を 検討する と

と も に、 今後の点検評価について、 よ り 工夫を 重ね「 人と 自然と 文化が躍動する 環境創造

都市」 の実現へ向けて、 更なる 努力を し てま いり ま す。  

 

 


